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(3)インターネット依存傾向得点について， N型Iの人は， 5%水準で，そうでない人よりもそれを布意に h阿った。中
でも，禁断症状下牧尺度得点と現実と似想との区別障害下牧尺度得点について， N型Iの人は， 59も;J(準で，そうで
ない人よりもそれを有志、に上凶った。







The Relevance of the Dependence Tendency to the Intemet of 
63 
a Personal Computer and Egogram in a Junior High School Student 
Hidetoshi Hino 
(的ogopr，句作cturalKande Gakuen) 
U sing the question paper survey method， this r巴searchpaid its attention about the relevance of th巴 lnt巴rnetdependence ten-
dency of a personal computer and egogram in a junior high school student， and was considered focusing on the difference in 
a public junior high schooL 549 third-year students in a junior high school of four public junior high schools of A prefecture 
(289 boys， 260 wom巴n)participated as a r巴searchpartr町 sl叩 P巴rson， F or meaSUl'ement of th巴 lr印 rnetdep巴nde配 etendency a 
student's personal computer， In order to be meaSUl'ement of th巴 Internetd巴pendenc巴 tendencymeasure created by refer巴ncem 
Tei (2007)， and an egogram， the self-growth egogram (Self Grow叩 Egogram:hencefo此h，SGE) measure of worth (199J) was 
constituted and used， Examination of th巴 differencebetween men and wom巴nwith the lnt巴rnetdependence tendency score and 
a low rank meaSUl'e score was perfonn巴d，and the collected data were perfonn巴dby analysis of the Wilcoxon rank sum t巴stin 
relevance with an egogram pattern， the Internet dependence tendency score， and a low rank measure score， The main results were 
as follows 
(1) Th巴 Internet dep巴nder日 tendency score of the woman group had exc巴巴dedi此tof th児巴 boy group int旬ent悶
(包2)About t出helow rank m附巴伺as刊ul陀es叩c∞O凹re丸， t白hewithdrawal一s可ym】ptωom附 slow rank meaSUl'e score of the women group and the satisfac-
tory low rank measure score of the women group by the lnternet top interpersonal relations had exceeded it of the boy 
group intentionally. 
(3) About the Internet dependence tendency score， 59も， the person of N type ? isa level and exceeded it intentionally rather 
than those who are not so. Especially， about the distinction obstacle low rank measure score with a withdrawal-symptoms 
low rank meaSUl'e score， reality， and imagination， 5 %， the person of N typeつisa 1巴veland exceeded it intentionally rather 
than those who are not so 
(4) About the withdrawal-sYl叩tomslow rank measure score， 5%， an A predominance type person is a level and was intent削 Iー
ally les 也anit rather than those who are not so. 
(5) About the Internet top interpersonal-relations satisfactory low rank meaSUl'e score， 5%， a FC lower order type person is a 
level， and was intentionally less than it rather than those who are not so. 
The viewpoint of school education study to consideration was perfonned from a viewpoint of clinical psychol 
Key Words: The lnt四 letd巴pendencetendency， an egogram， a junior high school student， information media literacy巴ducation
Hidetoshi Hino: A Hyogo prefectural Kande Gakuen， a chief special instructor， 30， Kande-cho Kosokuno， Nishi一七u，Kobe-city， 



















































に依存した状態」としている。また， Benjamin (2004) 
の「カプラン臨床精神医学テキスト第 2版 DSM-N-TR 
診断基準の臨床への展開， 2004Jで，インターネット強






























































































































John M. Dusay (1977) によると，エゴグラムは交流
分析理論に基づき， Eric Bemeの提唱した 3つの自我状
態 IP: Parent親J，I A : Adult大人J，IC: Child子ども」
をさらに分割し， I CP : Critical Child批判的親J. INP: 
Nurturing Parent養育的親J. I A:大人J. IFC: Free 
Child自由な子ども」 ・ I AC : Adapted Child従順な子
どもjの5つの自我状態の心的エネルギー量を捉えよう





































































































た， Iインターネァトjとは， I携帯電話やパソコン (T
v.電子ゲームを含む)によるインターネット」と説明
した。以上， 47項目を用い， I非常にあてはまるj，Iや
ネ yトイ{(，存傾向とエゴグラム 67 
ゃあてはまるJ，IあまりあてはまらないJ，I全くあては
まらない」の4件法の評定で回答を求めた。「非常にあ














































ラム Tabl巴3-1である O 全体では a二 .81であった O そ
れぞれの下位尺度ごとにみると， CPはα=.70，NPは





工ゴグラム 492 44 54.66 11.60 55.00 .81 
下位尺度のCP 492 9 1.04 3.85 12.00 .70 
下位尺度②NP 492 10 12.73 4.27 13.00 .75 
下位尺度③A 492 7 6目75 3.73 7.00 .74 
下位尺度⑨FC 492 9 12.86 3.52 13.00 .64 
下位尺度⑤AC 492 9 10.90 4.21 11.00 .73 
3.2 工ゴグラム・パターンの分類
エゴグラム・パターンの分類については，東京大学医
学部心療内科 TEG研究会 (2006b) I新版 TEGIエゴ
グラム・パターンjを参考に，それぞれのプロフイール
値をパーセンタイル値の基準・ 5 段階(I :0~5%未
満， 2 5 ~25%未満， 3 : 25~75%未満， 4 : 75~95 


















































































CP優位型 NP優位型 A優位型 FC優位型 AC優位型
度数 15 17 13 3 30 
割合 (3.0%) (3.5%) (2.6%) (6.7%) (6.1 %) 
。低位型
CP低位型 NP低位型 A低位型 FC低位型 AC低位型
度数 ~ 17 ~ 17 ~ 
割合 (4.9%) (3.5%) (12%) (3.5%) (9.1%) 
Oj混合型
台形型I 台形型E 台形型皿 U型 1 U型I U型m
度数 8 8 13 9 
割合 (1.6%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.6%) (1.8%) 
N型I l¥型E N型皿 逆N型I 逆N型H 逆N型皿
度数 20 6 5 8 10 2 
割合 (4.1%) (1.2%) (1.0%) (1.6%) (2.0%) (4.5%) 
M型 W型
度数 29 6 
割合 (5.9%) (1.2%) 
。平坦型 Oその他
平坦型I 平坦型E 平坦型皿 P優位型 C優位型
度数 16 21 9 1 13 








目分析を行った。その結果， 47項目中， 41項目(項目 1，
2， 3， 5， 6， 7， 8， 9， 10， 12， 13， 14， 15， 16， 
17， 18， 19， 20， 21， 22， 23， 24， 27， 28， 29， 30， 31， 
32， 34， 35， 36， 37， 38， 40， 41， 42， 43， 44， 45， 46， 






































































位尺度の α係数を算出したところ， I禁断症状」 α二 .95，
「現実と仮想、との区別障害jα=.83，Iインターネット
上対人関係での満足」 α=.81， I日常生活・身体的悪影







その結果， インターネット依存傾向全体 (t(359) = 
2.13， p<.05)，禁断症状因子 (t(359)二 2.21，p<.05)， 
69 
インターネット上対人関係での満足因子 (t(359)二
1.97， p< .05) についてそれぞれ，男子よりも女子のほ
うが有意に高い得点を示していた。現実と仮想との区別
障害因子 (t(359)二 0.13，n.s.) と日常生活・身体的悪
















29インタ ネットが一度とできないと思うととても耐えられない。 0.92 0.07 0.00 0.06 
8インタ ネットがないことは考えられない。 0.80 0ー.07 0.06 0ー.10
40インターネットができないと生活はたいくつでおもしろくない。 0.80 0.07 0.03 .0.06 
4 インターネットをするとうれしい。 0.78 .0.15 0.10 .0.02 
1 インターネットがないと人生そのものが、おもしろみがなくなる。 0.76 .0.02 0.02 .0.05 
36ある程度のインタ ネットの接続時聞がないと満足できない。 0.71 0.13 0.07 0.00 
43インタ ネットができなくなると、 刻も早く使える環境に行きたい。 0.71 0.20 0.04 0ー.09
26インターネットをすると気分がよくなり興味しんしんになる。 0.70 0.00 0.04 .0.02 
22インターネットのできないときや使用後は時々むなしくなる O 0.68 0.12 .0.09 0.00 
1 インタ ネットをすると楽しい。 0.67 0.27 0.15 0.05 
12インタ ネットをするとストレスが全部解消されたように思う。 0.64 0.13 0ー.05 。.01
33インターネットをしている聞はとても自由だと思う。 0.64 .0.07 0.18 0.05 
5 インターネッ卜するときが一番ほっとする。 0.64 0.12 0.01 0.04 
25インターネットは退屈さを解消してくれる。 0.61 .0.18 0.21 0.09 
15インタ ネットに接続できないと欲求不満になる。 0.57 0.14 0.05 0.07 
19インタ ネットを途中で終わるとまたやりたくなる O 0.57 0.01 0.06 0.12 
2インターネットの接続を切断するときにゅううつな気持ちになる O 0.53 0.22 0ー.17 0ー.05
弟H因子:現実と仮想との区別障害 (a=.83)
44インターネットは友だちよりも重要な存在である O 0.03 0.66 0.04 .0.09 
45インタ ネットができないと他のことに集中できない。 0.26 0.60 0.20 0.12 
47現実の生活で出会う人より、インタ ネッ卜上で出会う人のほうが私のことを理解してくれる人が 0ー.15 0.57 0.55 0ー.10
46 インターネットをしないとイライラして気持ちが落ち着かな ~\o 0.43 0.54 .0.18 .0.01 
9 インターネットをやっていないときもネット上の音が聞こえたり、ネットをしている夢を見る。 .0.05 0.52 0.03 .0.02 
23インタ ネットをした後はぼんやりして危ない感じがした O 0.09 0.49 0.11 0.09 
16つねにインタ ネット上のことが心配で気になる。 0.06 0.48 0.08 。.09
37インターネットをやっていないときも、やっているような幻覚を覚えたことがある。 .0.12 0.45 0.04 0.07 







第N因子:日常生活・身体的悪影響 (a=. 74) 
0.16 0ー.10 0.69 0.04 
0.11 .0.01 0.63 0.02 
0.28 .0.13 0.61 0.02 
0.16 0.57 0.58 0.10 
0ー.10 0.38 0.54 0ー.01
3インターネットの使用で生活が不規則になった O 0.04 0.07 .0.01 0.64 
35つねにインタ ネットの使用時聞を減らすべきだと考えている。 0.23 0.02 0.12 0.61 
24インターネットに熱中し成績が落ちた。 0.10 0.15 0ー.05 。.57
10インターネットを深夜までしてしまい、腫眠不足になった。 0.11 0.07 0.14 0.45 
21インターネットをすることで家自集とトラブルが、ある。 .0.07 .0.04 0.23 0.43 
41インターネットをし過ぎて視力など身体に問題が出た O 0.06 0.13 0.02 0.42 






















































(x2 (1)二11.95，p< .001)傾向にあり，被害者(t(358) 
=2.31，ある群:N=42，平均値=1.83，SD=0.53，な
い群:N=318，平均値=1.64，SD=.47， p <.05) ・加
Table3-5 インターネッ卜依存傾向の各下位尺度得点の分布と信頼性係数
得点尺度名 度数項目数 平均値標準偏差中央値
インターネット依存傾向全体47項目 361 47 1.66 0.48 .95 
下位尺度の禁断症状因子 361 17 1.98 0.75 .95 
下位尺度②現実と仮想との区別障害因子 361 9 1.19 0.37 .83 
下位尺度③インターネット上対人関係での満足因子 361 5 1.59 0目72 .81 
下位尺度④日常生活・身体的悪影響因子 361 7 1.71 0目63 .74 
Table3-6 インターネット依存傾向の男女別得点の分布と t検定の結果
尺度名 得点性別度数項目数 平均値標準偏差 F 1直 t値(df)
男子 178 47 1.61 0.46 
2.79 
2.13 インターネット依存傾向全体47項目 女子 183 47 1.72 0.51 (359) 
男子 178 17 1.89 0.71 
3.00 
2.21 下位尺度①禁断症状 女子 183 17 2.06 0.78 (359) 
男子 178 9 1.19 0.36 0.13 n.s 下位尺度②現実と仮想との区別障害
0.37 
0.004 
(359) 女子 183 9 1.19 
男子 178 5 1.51 0.66 
5.66 
1.97 下位尺度③インターネット上対人関係での満足 女子 183 5 1.66 0.77 (359) 
男子 178 7 1.64 0.55 
10.03 
1.89 n.S 下位尺度④日常生活・身体的悪影響 女子 183 7 1.77 0.70 (359) 
注:料p<目。1，'p<.05司分散が異なる場合には Welchの検定を行った O
Table3-7 工ゴグラム・パターンとインターネット依存傾向得点・下位尺度得点の WiIcoxon順位和検定結果
工ゴグラム 尺度名 性別 度数 得点 W1i直 Z1i直J~ターン 項目数 平均フンク 順位和
インターネット依存傾向 禁断 該当なし群 350 17 183.01 64054.00 1287.00 
ド
A優位型 症状因子 該当群 1 17 117.00 2.07 1287目。
FC低位型 インターネット上対人関係満足 該当なし群 350 5 182.90 64016.50 1324.50 * 
因子 該当群 " 5 120.41 1324目50
2.03 
インターネット依存傾向全体47 該当なし群 345 47 178.41 61550.50 61550.50 2.19 * 
項目 該当群 16 47 236.91 3790.50 
インターネット依存傾向 禁断 該当なし群 345 17 178.44 61561.50 ドN型| 症状因子 該当群 16 17 236.22 3779.50 61561.50 2.17 
インターネット依存傾向 現実と 該当なし群 345 9 178.80 61686.00 * 























(t (359)=2.13， p<.05)，禁断症状因子(t(359) =2.21， 
p<.05)， インターネット上対人関係での満足因子 (t
























































障害傾向が有意に高い (z二2.09，p< .05) 0 ことが明ら
かになっている。
ここで， N型IをJohnM. Dusay (1977) における基




うつ症になりやすいとしている O また， N型Iをエゴグ
ラムの7ちから検討する O このN型Iは， CP. FCが低く，
NP' ACが高く， Aが低い形である。東京大学医学部心
















































有意に低い (Z二 2.03，p< .05) ことが明らかになって
いる O インターネット上対人関係満足依存傾向型から抜
け出したり，予防するには，東京大学医学部心療内科
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